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長崎市議会議員

だ
よ
り

やさしい街づくり！元気な長崎！

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
な
、
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
皆
さ
ま
方
に
は
絶
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

諸
課
題
の
解
決
に
努
め
ま
す

長
崎
市
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
の
減
少
、
地
元
企
業
の
低
迷

な
ど
市
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

特
に
人
口
減
少
問
題
は
全
国
の
各
地
方
自
治
体
で
共
通
す
る
課
題
で
、

人
口
が
急
速
に
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
経
済
・
福
祉
・
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
な
ど
、社
会
全
般
に
わ
た
っ
て
影
響
を
お
よ

ぼ
す
た
め
、
様
々
な
施
策
に
よ
る
定
住
人
口
減
少
対
策
や

交
流
人
口
の
拡
大
が
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
長
崎
市
は
今
後
想
定
さ
れ
る
大
型
事

業
（
総
事
業
費
・
約
９
４
０
億
円
）
を
発
表
さ
れ
ま
し
た

が
、
財
政
見
通
し
を
充
分
に
検
証
し
、
無
駄
の
排
除
・
規

模
の
見
直
し
な
ど
優
先
順
位
も
含
め
議
会
の
中
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

４
期
目
の
決
意

皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
長
崎
市
議
会
議

員
と
し
て
（
３
期
・
12
年
）
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
に
対
し
ま
し
て
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
す
長
崎
市
議
会
議
員

選
挙
に
４
期
目
の
挑
戦
を
い
た
し
ま
す
、
私
は
市
民
の
皆

さ
ん
が
「
長
崎
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
実
感
で
き

る
よ
う
な
「
安
全
で
安
心
し
て
・
生
活
で
き
る
環
境
づ
く

り
」
に
向
け
て
更
に
努
め
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

過
去
３
回
の
選
挙
は
厳
し
い
状
況
で
、
支
援
者
の
皆
さ

ま
に
開
票
時
に
は
心
配
ば
か
り
か
け
て
い
ま
す
。
今
年
も

市
議
会
議
員
選
挙
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
旧
に

倍
す
る
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
五
輪
清
隆

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

４４
期
目
期
目
に
挑
戦
！

挑
戦
！

４
期
目
に
挑
戦
！

二
〇
一
五

【
議
会
】

g

長
崎
市
議
会
環
境
経
済
委
員
会
委
員

g

長
崎
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
委
員

【
行
政
】

g

長
崎
市
雇
用
問
題
審
議
会
委
員

【
党
務
】

g

民
主
党
長
崎
県
連
常
任
幹
事

g

民
主
党
長
崎
県
連
第
１
区
総
支
部
幹

事
長

【
地
域
】

g

女
の
都
自
治
会
会
長

g

西
浦
上
東
部
地
区
自
治
連
合
会
副
会
長

g

女
の
都
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会
顧
問

g

長
崎
市
消
防
団
第
三
分
団
後
援
会
副

会
長

g

長
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
西
浦
上
東

部
支
部
副
支
部
長

【
そ
の
他
】

g

長
崎
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会
長

g

長
崎
市
議
会
地
域
振
興
特
別
委
員
会

委
員
長
（
平
成
19
年
度
）

g

長
崎
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
副
委

員
長
（
平
成
20
年
度
）

g

長
崎
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
（
平
成
21
年
度
）

g

長
崎
市
議
会
総
務
委
員
会
委
員
長

（
平
成
22
年
度
）

い
つ
わ
清
隆
の
主
な
役
職

 

が
ん
ば
っ
て
ま
す
（
１
月
〜
12
月
）

１月　新潟県のMICE施設
　　　を調査

１月　基幹労連　
　　　議員団研修会

１月　長崎市成人式 １月　長崎市消防出初式

５月　地方議員研修会 ４月　いのちを守る
　　　市民集会

２月　消防殉職者追悼式 ２月　市町村議会議員
　　　研修会

８月　KAKKIN
　　　長崎平和全国集会

７月　北東ブロック
　　　地域の集い

７月　長崎市保健環境自治
　　　連合会定期総会

６月　長崎市公会堂の
　　　現地調査

９月　連合自治会
　　　グラウンドゴルフ開会式

９月　女の都自治会「敬老会」 ８月　国民体育大会　
　　　長崎市出身監督・選手壮行会

８月　女の都自治会
　　　「夏祭り」

11月　ながさき自治振興
　　　 推進大会

11月　小学校体育大会 11月　MICE市民説明会 10月　がんばらんば国体
　　　 ボウリング競技表彰式



平
成
26
年
12
月
議
会

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

補正総額約7億7,938万円（特別会計含む）、26の議案を可決・同意！

12月４日　一般質問を行う！

補正総額約37億5,300万円、補正総額約37億5,300万円、
　　　　　　　　　　　　87の議案を可決・同意！87の議案を可決・同意！
補正総額約37億5,300万円、
　　　　　　87の議案を可決・同意！

平成26年度一般会計補正予算
（約37億5,300万円）

22議案可決・１議案修正可決・１議案否決

《
総
　
務
　
費
》

◆
基
金
積
立
金

…
27
億
２，
１
１
０
万
６
千
円

①
財
政
調
整
基
金

…
17
億
２，
１
１
０
万
６
千
円

一
般
会
計
の
平
成
25
年
度
決

算
剰
余
金
の
一
部
を
積
み
立
て

る
も
の
。

②
市
庁
舎
建
設
整
備
基
金…

10
億
円

市
庁
舎
建
設
時
の
財
政
負
担

が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
、
財

政
状
況
を
勘
案
し
て
積
み
立
て

る
も
の
。

◆
世
界
遺
産
登
録
推
進
費

世
界
遺
産
観
光
客
受
入
費

…
８
８
０
万
円

護
事
業
所
に
お
け
る
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
等
の
整
備
に

対
し
て
助
成
す
る
。

・
対
象
施
設
　
１
か
所
（
岡
町
）

・
補
助
額

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

＠
９
千
円
×
２
１
６
㎡

消
火
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト

２
２
５
万
円
／
施
設

自
動
火
災
報
知
設
備

１
０
０
万
円
／
施
設

消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備

30
万
円
／
施
設

《
衛
　
生
　
費
》

◆
医
療
援
護
費

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
費

…
２，
１
７
２
万
７
千
円

慢
性
疾
患
に
よ
り
、
長
期
に

渡
っ
て
療
養
を
必
要
と
す
る
児

童
等
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
、
治
療
方
法
に
関
す
る
研
究

等
に
資
す
る
医
療
の
給
付
を
行

い
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
小
児
慢
性
特

定
疾
患
治
療
研
究
費
に
お
い

て
、
対
象
医
療
費
が
見
込
み
を

上
回
る
こ
と
に
伴
う
増
。

当
初
予
算
額
２
億
１
４
２
万
９
千
円

◆
新
西
工
場
建
設
事
業
費

ご
み
焼
却
施
設
建
設

…
２，
２
３
８
万
４
千
円

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
　
九
州
・
山
口
と
関
連
地

域
」
に
係
る
構
成
資
産
情
報
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
、
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
作
成
及
び
歩
行
者
用
誘

導
板
の
設
置
を
行
う
。

◆
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
　

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」

…
２，
９
０
０
万
円

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
の

構
成
資
産
で
あ
る
端
島
炭
坑
に

お
い
て
、
遺
構
の
現
況
確
認
や

発
掘
調
査
に
対
応
す
る
た
め
の

調
査
ル
ー
ト
の
整
備
を
行
う
。

当
初
予
算
額
２，
２
０
０
万
円

《
民
　
生
　
費
》

◆
障
害
者
施
設
福
祉
費

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

…
１
億
２，
２
０
２
万
７
千
円

学
校
就
学
中
の
障
害
児
に
対

し
て
、
放
課
後
や
長
期
休
暇
期

間
中
に
、
生
活
能
力
向
上
の
た

め
の
訓
練
等
を
継
続
的
に
提
供

す
る
と
と
も
に
、
放
課
後
等
の

居
場
所
を
確
保
す
る
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
に
お
い

て
、
利
用
者
数
が
見
込
み
を
上

回
る
こ
と
等
に
伴
う
給
付
費
の

増
。当

初
予
算
額
３
億
５，
２
３
１
万
７
千
円

◆
障
害
者
在
宅
福
祉
費

共
同
生
活
援
助
給
付
費

…
９，
８
４
２
万
６
千
円

主
と
し
て
夜
間
に
、
共
同
生

活
住
居
で
相
談
、
入
浴
、
排
せ

つ
ま
た
は
食
事
の
介
護
、
そ
の

他
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行

い
、
障
害
児
の
自
立
生
活
を
支

援
す
る
共
同
生
活
援
助
給
付
費

に
お
い
て
、
利
用
者
数
が
見
込

み
を
上
回
る
こ
と
等
に
伴
う
給

付
費
の
増
。

当
初
予
算
額
４
億
６，
２
５
７
万
１
千
円

◆
障
害
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金
共
同
生
活
援
助
事
業
所

設
備
…
…
…
７
８
９
万
７
千
円

共
同
生
活
援
助
事
業
所
に
お

け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の

整
備
に
対
し
て
助
成
す
る
。

・
対
象
施
設
　
１
か
所
（
西
山
　

４
丁
目
）

・
補
助
率
　
３
／
４

◆
高
齢
者
施
設
福
祉
費

高
齢
者
施
設
開
設
準
備
費
補
助

金
…
…
…
…
１
８
５
万
４
千
円

「
通
い
」
を
中
心
と
し
て
、
要

介
護
者
の
様
態
や
希
望
に
応
じ

て
随
時
「
訪
問
」
や
「
泊
ま
り
」

を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所
の
開
設
準
備
に
要
す

る
経
費
に
対
し
て
助
成
す
る
。

・
対
象
施
設
　
１
か
所（
江
里
町
）

・
補
助
額
　
＠
61
万
８
千
円
×

宿
泊
定
員
数
（
３
人
）

・
開
設
予
定
時
期
　
平
成
27
年
４
月

◆
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金
…
３，
０
４
２
万
５
千
円

①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
…
２，
４
９
３
万
１
千
円

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所
の
整
備
に
対
し
て

助
成
す
る
。

・
対
象
施
設
　
１
か
所（
江
里
町
）

・
補
助
額
　
２，
４
９
３
万
１
千
円

・
開
設
予
定
時
期
　
平
成
27
年
４
月

②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
設
備
…
５
４
９
万
４
千
円

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

長
崎
市
議
会
・
平
成
26
年
12
月
定
例
会
は
、
11
月
25
日
（
火
）
に

開
会
し
、
12
月
12
日
（
金
）
に
最
終
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会

計
補
正
予
算
案
（
約
37
億
５，
３
０
０
万
円
）
と
87
議
案
を
可
決
・
同

意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）
で
は
、
長
崎
駅
西
側
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
貨

物
㈱
所
有
の
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
68
億
円
）
は
大
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
を
前
提
に
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
付
帯
決
議
を
付
け
て

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
崎
大
学
の
感
染
症
施
設
の
早
期
整
備
を
求
め
る
請
願
は

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新
西
工
場
建
設
事
業
費
に
お

け
る
工
事
請
負
契
約
に
係
る
イ

ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
の
適
用
に
よ

る
事
業
費
の
増
。

事
業
費
の
増
の
総
額

２
億
２，
２
４
３
万
１
千
円

※
債
務
負
担
行
為
あ
り

当
初
予
算
額
８
億
１，
４
０
０
万
円

《
農
林
水
産
業
費
》

◆
農
地
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
運
営
費

…
３
７
１
万
６
千
円

農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
・
集
約
化
を
推
進
す
る
た

め
、
農
地
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
農
地
台
帳
の
法
定

項
目
等
の
整
備
及
び
全
国
農
業

会
議
所
が
一
元
的
に
開
発
す
る

農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
へ
の

農
地
情
報
デ
ー
タ
の
提
供
を
行

う
た
め
、
農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム

の
改
修
を
行
う
。

当
初
予
算
額
４
４
４
万
８
千
円

◆
地
域
産
材
活
用
モ
デ
ル
事
業
費
補

助
金
…
…
…
…
…
１
０
０
万
円

長
崎
県
が
創
設
し
て
い
る

「
な
が
さ
き
森
林
環
境
税
」
事

業
を
活
用
し
、
地
域
産
材
の
利

用
及
び
木
製
品
開
発
等
に
要
し

た
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
、
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
助
成
す
る
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
（
抜
粋
）本補正予算は、交流拠点施設用地として、長崎

駅西側の日本貨物鉄道株式会社所有の土地を先行
取得するための用地取得費として計上されたもの
である。
今後、九州新幹線西九州ルートの開通やＪＲ長
崎本線連続立体交差事業の施行など長崎駅周辺の
再整備が促進されることとなり、ＭＩＣＥにかか
わらず、当該土地の本市における重要性はますま
す高くなってくるものと想定され、地価の底値感
も認められる状況の今、民間に委ねるのではなく、
本市が先行取得し、交流拠点施設用地として活用
することは、一定理解することができる。
しかしながら、市民からの税金を約68億円投入
するにもかかわらず、これまでの土地取得に係る
政策決定のあり方や交渉の経過については、市民
や議会を軽視した不透明な部分があり、誠に遺憾
である。
よって、今後、この土地の活用の検討、ＪＲ貨
物との交渉を進めるに当たっては、次の点につい
て強く要請する。

１．当該土地については、本市の経済活性化や交
流人口の拡大のために、どのような活用が最善
であるのか、ＭＩＣＥ にかかわらず、将来の利
活用について十分検討すること。

２．市民や議会に対しては、疑念を生じさせない
よう、検討結果のみを報告するのではなく、そ
の検討経過についても逐次説明し、十分な理解
が得られるよう努めること。

３．今後のＪＲ貨物との交渉においては、市民の多
額の血税を投入することを十分念頭に置いて当
たること。

４．当該土地については、土壌汚染に対する不安
や長崎港の満潮時の駅周辺の浸水、雨水排水等
に対する不安もあることから、それぞれ万全な
対策を講じること。

平成26年12月12日　長崎市議会

長崎駅西側にあるＪＲ貨物㈱の所有地

平成26年度長崎市土地取得特別会計補正予算（第３号）」に対する附帯決議


